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は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
五
月
、
京
都
に
赴
い
た
折
、
稿
者
は
寺
町
の
と
あ
る
書
肆
で
和
刻
本
漢
籍
の
版
木
を
三
枚
購
入
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の

う
ち
二
枚
は
表
面
が
墨
、
裏
面
が
朱
で
刷
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
早
速
東
京
に
持
ち
帰
っ
た
後
、
関
連
資
料
に
当
り
、
こ

の
版
木
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
十
二
年

(

一
八
七
九)

敦
賀
・
九
如
堂
刻
朱
墨
套
印

(

二
色
刷
り)

本

『

芥
舟
学
画
編』

(

図
版
一)

の
版
木
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
更
に
、
考
証
を
加
え
る
と
、
本
版
は
、
日
本
・
中
国
の
書
誌
学
、
美
術
史
並
び
に
印
刷
史
に
関
わ
る

貴
重
な
意
義
が
明
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
論
は
、
そ
の
底
本
の
源
流
及
び
版
木
か
ら
う
か
が
え
る
套
印
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。
専
門
家
諸
氏
の
御
叱
正
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
節

版
木
の
形
態

稿
者
が
購
入
し
た

『

芥
舟
学
画
編』

の
版
木
は
、
い
ず
れ
も
表
裏
両
面
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
は
原
本
の
排
列
に
従
っ
て
、

各
版
木
の
大
要
を
記
す
。
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一
、
一
号
版
木
―
首
巻
、
日
本
人
学
者
に
よ
る
序
第
五
・
六
の
二
張

(

縦
十
六
・
五
×
横
三
十
五
×
厚
さ
一
・
八
五
糎)

こ
の
二
張
は
一
枚
の
版
木
の
両
面
に
刻
さ
れ
て
お
り
、
表
裏
各
一
張
、
両
面
と
も
墨
一
色
で
刷
ら
れ
て
い
る

(

図
版
二)

(

図
版
三)

。

両
面
の
版
心
上
部
に
は

｢

序｣

、
下
部
に
は
張
数

｢

五｣
｢

六｣

を
そ
れ
ぞ
れ
刻
す
。
版
心
を
境
に
半
張
ず
つ
に
分
か
れ
、
毎
半
張
四
行
、

毎
行
八
〜
十
一
字
内
外
不
等
、
写
刻
体
、
無
辺
無
界
。
第
五
張
は
印
面
高
さ
十
四
・
二
糎
幅
十
八
・
五
糎
、
第
六
張
は
印
面
高
さ
十
四
糎

幅
十
八
糎
。
ま
た
両
面
版
心
下
部
の
張
数
部
分
に
は
埋
め
木
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い

(

後
述)

(

図
版
四)

。

二
、
二
号
版
木
―
本
文
巻
第
一
の
第
六
張

(

縦
十
七
・
六
×
横
三
十
四
・
七
×
厚
さ
一
・
七
糎)

表
面
は
全
張
縦
十
五
・
二
糎
横
十
九
・
四
糎
。
版
心
と
左
右
半
葉
の
上
下
の
匡
郭
と
は
線
で
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
魚
尾
も
無
い
。
故
に

こ
の
面
に
は
、
独
立
し
た
二
半
張
が
刻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

(

図
版
五)

。
両
半
張
の
上
部
及
び
外
側
は
空
白
で
、
文
字
は
全
て

中
央
下
部
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
字
部
分
は
上
下
両
層
に
分
か
れ
、
下
層
に
は

『

芥
舟
学
画
編』

の
本
文
を
刻
す
。
左
半
張
六
行
、

右
半
張
五
行
、
毎
行
十
八
字
、
無
辺
有
界
。
上
層
は
下
層
よ
り
狭
く
、
注
釈
を
刻
す
。
左
半
張
十
二
行
、
右
半
張
十
行
、
毎
行
五
字
の
小

字
、
単
辺
無
界
。
字
様
は
楷
書
で
、
全
面
墨
印
で
あ
る
。
版
心

(

幅
一
糎)

は
、
中
程
に

｢

芥
舟
学
画
編
巻
一｣

と
刻
す
ほ
か
、
下
部
に

は
両
半
張
を
繋
ぐ
短
い
横
線
が
あ
り
、
そ
の
線
を
境
に
、
上
に
張
数

｢

六｣

、
下
に
書
肆
名

｢

九
如
堂｣

を
刻
す

(

図
版
六)

。

裏
面
の
匡
郭
は

｢

門｣

の
字
型
を
呈
し
て
お
り
、
全
張
縦
十
四
・
九
糎
横
十
九
糎
。
前
述
の
表
面
同
様
、
版
心
の
上
下
端
と
匡
郭
と
は

繋
が
っ
て
い
な
い
。
版
面
の
中
央
下
部
は
空
白
、
文
字

(

評
語)

は
小
字
の
楷
書
で
、
全
て
左
右
両
側
と
上
部
か
ら
為
る

｢

門｣

の
字
型

の
匡
郭

(

半
張
十
六
行
、
毎
行
小
字
四
字
ま
た
は
三
十
四
字
、
無
界)

内
に
刻
さ
れ
て
お
り
、
丁
度
表
面
と
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。｢

門｣

の
字
型
の
匡
郭
外
右
下
部
に
は
、
巻
数
と
張
数
を
示
す

｢

一
ノ
六｣
を
刻
す
。｢

門｣

の
字
型
の
部
分
及
び
そ
の
周
辺
は
朱
印
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(
図
版
七)

。

三
、
三
号
版
木
―
本
文
巻
第
二
の
第
十
四
張

(

縦
十
七
×
横
三
十
四
・
九
×
厚
さ
一
・
七
糎)

表
面
は
全
張
縦
十
五
・
一
糎
横
十
九
・
五
糎
。
版
心
と
左
右
両
半
張
の
版
式
字
様
は
、
上
記
二
号
版
木
の
表
面
と
同
じ
だ
が
、
文
字
部

分
は
両
層
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、『

芥
舟
学
画
編』

の
本
文
の
み
を
刻
す
。
左
半
張
六
行
、
右
半
張
七
行
、
毎
行
十
八
字
、
単
辺
有
界
。

全
面
墨
印

(

図
版
八)
。

裏
面
の
匡
郭
は

｢

門｣

の
字
型
で
、
全
張
縦
十
五
糎
横
十
九
糎
。
版
心
と
版
面
の
中
央
下
部
は
空
白
、
左
右
両
側
と
上
部
に
は
評
語

(

半
張
十
六
行
、
毎
行
小
字
九
字
ま
た
は
三
十
四
字
、
無
界)

あ
り
。
版
式
字
様
共
に
、
上
記
二
号
版
木
の
裏
面
に
似
る
。｢

門｣

の
字
型

の
部
分
及
び
そ
の
周
辺
は
朱
印

(

図
版
九)
。
中
央
下
部
の
空
白
に
は
版
下
の
残
片
が
微
か
に
看
取
さ
れ
、
そ
の
一
部
か
ら
は

｢

九
如｣

の
二
文
字
が
辛
う
じ
て
で
は
あ
る
が
読
み
取
れ
る
点
が
興
味
深
い

(

図
版
十)

。

こ
れ
ら
三
枚
の
版
木
は
い
ず
れ
も
横
長
型
で
、
左
右
両
端
に
は
版
木
本
体
の
縦
の
長
さ
よ
り
も
長
い
木
の
把
手
が
あ
る
。
上
下
に
は
外

側
に
突
き
出
た�
が
、
一
号
版
木
と
三
号
版
木
に
は
各
四
つ
、
二
号
版
木
に
は
三
つ
存
す
る
。

第
二
節

和
刻
本

『

芥
舟
学
画
編』

清
・
浙
江
湖
州
の
人
・
沈
宗
騫
の
撰
に
係
る

『

芥
舟
学
画
編』

四
巻
は
、
乾
隆
四
十
六
年

(

一
七
八
一)

、
沈
氏
氷
壺
閣
よ
り
初
め
て
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刊
行
さ
れ
た
。
版
木
は
後
に

｢

琴
書
閣｣

と
い
う
書
肆
の
手
に
移
り
、
再
三
後
印
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
版
心
に
は
、
な
お

｢

氷
壺

閣｣
の
名
を
留
め
て
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
、
こ
の
乾
隆
年
間
・
氷
壺
閣
刊
・
琴
書
閣
後
印
本
が
日
本
に
伝
来
し
、
弘
化
二
年

(

一
八
四

五)

、
初
め
て
そ
の
翻
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
。
本
版
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
で
号
を

｢

九
方
山
人｣

と
名
乗
っ
た
、
相
馬
肇
な
る

人
物
に
よ
っ
て
訓
点
と
注
釈
と
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の

(

１)

、
実
際
の
と
こ
ろ
本
文
は
琴
書
閣
後
印
本『

芥
舟
学
画
編』

の
覆
刻
で
あ
る
為
、

唐
本
す
な
わ
ち
琴
書
閣
本
と
版
式
が
寸
法
ま
で
同
じ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
字
様
も
よ
く
似
て
お
り
、
版
心
下
部
の

｢

氷
壺
閣｣

及
び
そ

の
下
の
短
い
横
線
ま
で
も
が
そ
の
ま
ま
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弘
化
本

『

芥
舟
学
画
編』

は
大
い
に
流
行
し
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も

印
刷
さ
れ
た

(

２)

。

同
時
に
、
既
に
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
唐
本『

芥
舟
学
画
編』

も
依
然
長
崎
を
通
じ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た

(

３)

。

こ
れ
が
日
本
の
知
識
人
に
ど
れ
ほ
ど
持
て
囃
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
の
長
崎
書
賈
の
帳
簿
で

あ
る

『

落
札
帳』

内

｢

弘
化
二
年
巳
貳
番
割｣
の
記
載
よ
り
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

芥
舟
学
画
編

壹
部
／
包
四
本

四
十
三
匁

鉄
や

三
十
匁
二
分

安
田
や

十
八
匁

松
の
や

(

４)

こ
れ
と

『

弘
化
二
歳
巳
五
月
／
辰
四
番
五
番
六
番
七
番
船�
辰�
新
渡

(

朱)

／
書
籍
元
帳』

第
四
十
八
号
の
記
載
と
を
比
較
す
る
と
、
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非
常
に
興
味
深
い
こ
と
が
解
る
。

沈
芥
舟
学
画
編

一
部
一
套

拾
壹
匁

四
拾
三
匁

鉄
屋
右
一
郎

(

５)

弘
化
二
年
、
つ
ま
り
和
刻
本
の
初
印
本
が
出
版
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
年
に
、
入
唐
船
が
持
ち
帰
っ
た
唐
本

『

芥
舟
学
画
編』

は
原
価
十
一

匁
だ
っ
た
の
が
、
三
種
類
の
価
格
で
日
本
人
に
売
ら
れ
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
は
原
価
の
四
倍
近
く
も
の
値
が
付
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
機
運
の
中
、
弘
化
本
が
出
版
さ
れ
る
前
年
の
弘
化
元
年

(

一
八
四
四)

に
、
田
結
荘
邦
光
と
い
う
大
阪
の
画
家
・
学
者
が
、

『

芥
舟
学
画
編』

に
惚
れ
込
ん
で
絶
賛
し
、
入
手
し
た
唐
本
を
用
い
て
詳
細
な
批
評
を
書
い
た
。
そ
の
原
稿
は
現
在
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
・
田
結
荘
邦
光
評
注
・
稿
本

『

芥
舟
学
画
編』

で
は
、
題
簽
と
封
面
の
書
名
の
下
に
小
字
双
行
で

｢

冒
評

傍
訓｣

と
あ
る
。｢

冒
評｣

で
は
、
沈
氏
の
原
文
に
つ
い
て
比
較
的
掘
り
下
げ
た
解
説
及
び
評
論
が
為
さ
れ
て
お
り
、
当
然
弘
化
年
間
刊

｢

標
書
校
正｣

本
中
の
簡
単
な
注
釈
よ
り
も
高
度
な
出
来
に
な
っ
て
い
る
。
天
頭
と
行
間
に
は
大
量
の
評
語
が
あ
る
。
ま
た
巻
末
に
は

｢

潯
溪
熊
錦
文
原
鐫｣

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
田
結
荘
が
唐
本
を
底
本
に
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
何
故
な
ら
乾
隆
本
の
最
終
張
に

も

｢

潯
溪
熊
錦
文
鐫｣

と
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

田
結
荘
邦
光

(

一
八
一
五
〜
一
八
九
六)

、
原
名
は�
、
字
は
必
香
。
の
ち
邦
光
と
改
名
し
、
字
を
斉
治
、
号
を
千
里
と
す
る
。
大
阪
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府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
・
稿
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
首
巻
に
肖
像
画
が
あ
る
の
で
、
我
々
は
今
で
も
こ
の
百
年
以
上
前
の
大
阪
の
奇
人
の

風
采
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
敢
え
て
奇
人
と
称
し
た
の
は
、
そ
の
経
歴
が
あ
ま
り
に
劇
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
田
結
荘
邦
光

は
幼
少
時
よ
り
儒
道
と
武
道
に
親
し
み
、『

芥
舟
学
画
編』

の
評
点
を
著
す
前
は
富
国
強
兵
の
志
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
時
に
遇
わ
ず
、

暫
く
芸
術
の
世
界
に
遊
び
書
物
を
著
し
た
。
そ
の
後
再
び
興
味
の
矛
先
が
変
わ
り
、
今
度
は
芸
術
研
究
に
見
切
り
を
つ
け
、
西
洋
砲
術
家

に
転
身
し
た
。
更
に
晩
年
に
は
汽
船
を
購
入
し
て
自
ら
船
長
と
な
り
、
海
運
業
を
始
め
て
い
る
。
よ
り
詳
し
い
経
歴
に
つ
い
て
は
、
田
結

荘
邦
光
自
撰
の

『

履
歴
書』
を
参
照
さ
れ
た
い

(

６)

。

稿
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
評
注
の
内
容
は
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
端
的
に
言
え
ば
、
中
国
の
伝
統
絵
画
に
対
す

る
口
を
極
め
た
賛
辞
で
あ
り
、
江
戸
後
期
の
絵
画
に
対
す
る
辛
辣
な
批
判
で
あ
り
、
更
に
は
、
当
時
の
世
相
が
絵
画
を
含
む
西
洋
文
化
に

対
し
て
無
知
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
蔑
視
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
稿
本
巻
第
一
第
九
葉
の
裏
面
と
第
十
葉
の
表
面
の
天
頭
に
は
、
以
下
の
如

き
評
語
が
あ
る
。

…
…
海
外
異
其
性
、
殊
其
質
者
’
烏
可
与
我
中
国
之
教
同
其
旨
趣
哉
。
且
如
西
洋
’
其
国
自
古
莫
所
謂
聖
人
者
出
焉
矣
。
故

其
人
物
’
愚
痴
冥
頑
’
獣
耳
’
魚
耳
。
夫
画
固
為
一
小
技
’
而
目
視
而
不
能
筆
以
写
’
竟
以
鏡
取
之
’
照
于
玻
璃
盤
’
而
后

得
写
其
形
’
不
爾
弗
得
爾
也
。
故
其
画
无
大
幅
巨
障
’
第
片
白
片
黒
’
千
変
一
律
’
悪
得
謂
之
画
？
世
之
不
識
者
’
妄
謂
西

洋
写
真
而
不
偽
’
漢
写
偽
而
不
真
’
是
大
非
篤
論
也
。
彼
悪
能
得
写
真
’
特
鏡
盤
画
也
耳
矣
。

｢

我
中
国｣

と
い
う
呼
称
は
こ
の
稿
本
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
し
か
も
必
ず
改
行
し
て

｢

抬
頭｣

と
し
て
い
る
点
は
玩
味
に
値
す
る
。
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｢
鏡
盤
画｣

と
は
、
当
時
日
本
で
新
た
に
流
行
し
て
い
た
西
洋
発
祥
の
写
実
画
法
の
一
種
で
あ
る
。

稿
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
内
題
の
下
に
は

｢

山
陰
馬�
必
香
氏
梓｣

と
あ
る
が
、
当
時
こ
の
書
は
ま
だ
上
梓
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
田

結
荘
邦
光
の
評
注
本

『

芥
舟
学
画
編』

を
出
版
し
た
の
は
、
明
治
十
一
年

(

一
八
七
八)

に
滋
賀
か
ら
京
都
に
出
て
本
屋
の
支
店
を
開
い

た
ば
か
り
の
、
佐
々
木
慶
助
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た

(

７)

。
長
き
に
亘
り
流
行
し
て
い
た
弘
化
本
に
対
抗
す
る
為
で
あ
ろ
う
、
本
稿
を
刊
行
す

る
に
当
り
佐
々
木
慶
助
は
二
つ
の
策
を
講
じ
た
。
一
つ
は
、
字
様
を
弘
化
本
の
本
文
に
似
せ
、
且
つ
弘
化
本
に
あ
る
相
馬
肇
の
注
釈
を
全

て
入
れ
た
こ
と

(

８)

、
も
う
一
つ
は
、
套
印
に
よ
っ
て
朱
色
で
田
結
荘
邦
光
の
評
語
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
佐
々
木
慶
助
は
生
前
の
田
結
荘
邦
光
と
親
交
が
無
か
っ
た
ら
し
く
、
初
印
の
套
印
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
中
で
、
田
結
荘

邦
光
の
字

｢

斉
治｣

は
殆
ど
全
て

｢
斎
治｣

と
誤
刻
さ
れ
て
い
る

(

９)

。
そ
し
て
年
月
を
経
て
本
版
を
再
印
す
る
段
に
な
っ
て
漸
く
、
埋
め
木

に
よ
っ
て
訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る

(�)
。

ま
た
興
味
深
い
の
は
、
田
結
庄
邦
光
が
稿
本
を
著
し
た
弘
化
元
年

(

一
八
四
四)

か
ら
、
佐
々
木
慶
助
が
正
式
に
書
籍
と
し
て
刊
行
す

る
明
治
十
二
年

(

一
八
七
九)

ま
で
の
間
は
わ
ず
か
三
十
五
年
。
そ
の
間
に
、
田
結
荘
邦
光
の
評
語
は
稿
本
の
原
形
か
ら
大
幅
に
減
ら
さ

れ
て
美
し
い
套
印
本
に
刻
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
前
述
の
中
国
及
び
そ
の
絵
画
に
対
す
る
賛
辞
と
江
戸
後
期
の
絵

画
に
対
す
る
批
判
な
ど
は
、
殆
ど
影
を
潜
め
た
。
こ
れ
は
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の
学
界
及
び
出
版
界
に
於
い
て
、
中
国
と
西
洋
の
絵
画

に
対
す
る
価
値
判
断
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
中
国
の
古
語
に
言
う
と
こ
ろ
の

｢

三
十
年
河
東
、

三
十
年
河
西｣

で
あ
る
。

― 8―
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第
三
節

版
木
と
套
印
本

『

芥
舟
学
画
編』

現
在
知
ら
れ
て
い
る

『

芥
舟
学
画
編』

の
和
刻
本
の
版
種
は
、
前
述
の
弘
化
本
と
明
治
本
の
二
種
類
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
弘
化
刊
本
に

つ
い
て
は
、
稿
者
も
初
印
本
と
後
印
本
を
各
一
部
所
蔵
す
る
が
、
い
ず
れ
も
墨
刷
本
で
、
版
式
も『

芥
舟
学
画
編』

の
版
木
と
は
異
な
る
。

明
治
刊
本
に
つ
い
て
は
、
西
川
寧
・
長
澤
規
矩
也
両
氏
編

『

和
刻
本
書
画
集
成』

第
五
輯
に
影
印
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
明
治
本
は
朱

墨
套
印
本
で
、
版
式
も
こ
の
版
木
と
実
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
本

(

以
下

｢

東
大
本｣

と
す
る)

に
基
づ
き
、『

和
刻

本
書
画
集
成』

所
載
の
影
印
も
参
照
し
な
が
ら
、
本
版
の
概
要
に
つ
い
て
記
す
。

東
大
本

『

芥
舟
学
画
編』

は
一
函
四
冊
、
青
洲
文
庫
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
表
紙
は
茶
色
、
康
煕
綴
、
縦
十
九
・
七
糎
横
十
二
・
七
糎
。

毎
冊
題
簽
に
は

｢

頭
書
標
注

芥
舟
学
画
編

田
結
庄
斎
治
編
輯｣

と
題
し
、
そ
の
下
方
に
は
冊
数
を
刻
す
。
封
面
は
墨
印
、
二
重
枠
を

縦
に
三
分
し
て
右
か
ら

｢

田
結
庄
斎
治
評
／
芥
舟
学
画
編
／
九
如
堂
蔵
板｣

と
刻
す
。
首
巻
に
は
弘
化
元
年

(

一
八
四
四)

田
結
庄
邦
光

撰
の
自
序

(

末
尾
に

｢

千
里
学
人｣

の
署
名
あ
り
。
本
文
墨
印
、
匡
郭
と
界
線
は
朱
印)

、｢

附
言｣

(

凡
例)

十
条

(

墨
印)

、『

芥
舟
学

画
編』

原
作
者
沈
宗
騫
の
伝
記
資
料

(

墨
印)

、
乾
隆
四
十
六
年
沈
宗
騫

｢
自
序｣

(

両
層
。
外
側
の
匡
郭
及
び
下
層
の
本
文
と
界
線
は
墨

印
、
上
層
の
内
側
の
匡
郭
と
評
語
は
朱
印)

、
本
書
目
録

(

墨
印)

が
こ
の
順
に
排
列
さ
れ
、
そ
の
後
に
四
巻
の
本
文
が
続
く

(

朱
墨
套

印)

。
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本
文
部
分
は
四
周
双
辺
、
概
ね
上
下
両
層
。
下
層
は
沈
宗
騫
撰
の
本
文
で
、
毎
半
葉
八
行
十
八
字
、
墨
印
。
上
層
は
田
結
荘
邦
光
の
評

語
と
相
馬
肇
の
注
釈
で
、
注
釈
と
評
語
の
間
は
黒
線
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、
共
に
毎
半
葉
十
六
行
。
注
釈
は
毎
行
五
字
の
小
字
で
墨
印
、

評
語
は
少
な
い
所
で
四
字
、
多
い
所
で
三
十
四
字
の
小
字
で
、
朱
印
。
評
語
の
字
数
に
多
少
の
別
が
あ
り
且
つ
こ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
理
由

は
、
東
大
本
の
表
紙
に
題
さ
れ
た

｢

頭
書
標
注｣

の
中
の

｢

頭
書｣

の
二
文
字
と
関
係
が
あ
る
。

周
知
の
通
り

｢
頭
書｣

と
は
、｢

首
書｣

｢

鼇
頭｣

と
も
言
わ
れ
る
日
本
漢
籍
特
有
の
注
釈
形
式
で
あ
る

(�)

。
こ
の
形
式
で
刊
行
さ
れ
た
漢

籍
の
中
に
は
、
中
国
古
籍
の
二
階
本
或
い
は
三
階
本
に
類
似
の
、
本
文
が
下
層
に
、
注
釈
と
批
語
が
中
層
又
は
上
層
に
配
置
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
多
い
の
が
日
本
独
自
の

｢

門｣

の
字
型
を
し
た

｢

頭
書｣

で
あ
る
。
明
治
刊
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
本
文
に

於
い
て

｢

頭
書｣

部
分
は
主
に
朱
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
為
、
こ
の
特
徴
は
よ
り
際
立
っ
て
い
る
。

東
大
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
本
文
巻
第
一
の
第
六
張
と
巻
第
二
の
第
十
四
張
の
二
張
に
も
、
当
然
朱
印
の

｢

頭
書｣

が
あ
る
。
東
大
本

と
前
述
の
二
号
三
号
版
木
と
を
比
較
す
る
と
、
字
様
が
極
め
て
よ
く
似
て
い
て
朱
墨
の
配
色
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
更
に

以
下
の
よ
う
な
二
組
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。

正
文
巻
一
第
六
張

(

単
位�
糎)

― 10 ―

表
面
匡
郭
縦

表
面
匡
郭
横

裏
面
匡
郭
縦

裏
面
匡
郭
横

東
大
本

前
半
葉
右
十
五
・
四

後
半
葉
左
十
五
・
三

前
半
葉
上
九
・
一

後
半
葉
上
九
・
一

前
半
葉
右
十
五

後
半
葉
左
十
五

前
半
葉
上
八
・
八
五

後
半
葉
上
八
・
八

二
号
版
木

左
半
葉
左
十
五
・
三

右
半
葉
右
十
五
・
二

左
半
葉
上
九
・
二

右
半
葉
上
九
・
一
五

左
半
葉
左
十
四
・
九

右
半
葉
右
十
四
・
九

左
半
葉
上
九

右
半
葉
上
八
・
九
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正
文
巻
二
第
十
四
張

(

単
位�
糎)

こ
の
表
を
見
る
と
、
東
大
本
と
二
枚
の
版
木
の
匡
郭
の
寸
法
は
〇
・
二
糎
と
違
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
版
木
が
少
な
く
と
も
二
度

の
印
刷
を
経
て
い
る
こ
と
、
明
治
十
二
年
の
刻
版
か
ら
既
に
百
三
十
年
近
く
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
て
な
お
、
両
者
の
寸
法
が
こ

れ
だ
け
近
い
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
東
大
本
首
巻
の
千
里
学
人

(
田
結
庄
邦
光)

序
の
第
五
・
六
張
は
、
一
号
版
木
の
表
裏
に
相
当
す
る
が
、
両
者
の
丁
付
は

逆
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
東
大
本
の
第
五
張
に
相
当
す
る
の
が
一
号
版
木
裏
面
に
刻
さ
れ
た
第
六
張
で
あ
り
、
東
大
本
の
第
六
張
に
相

当
す
る
の
が
一
号
版
木
表
面
に
刻
さ
れ
た
第
五
張
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
版
木
を
仔
細
に
見
る
と
、
そ
の
版
心
の
丁
数
部
分

に
は
埋
め
木
の
跡
が
認
め
ら
れ
る

(

図
版
三)

。
更
に

『

和
刻
本
書
画
集
成』

に
影
印
さ
れ
た
後
印
本
の
該
当
箇
所
と
文
章
の
内
容
と
に

鑑
み
る
と
、
東
大
本
に
於
い
て
当
該
二
張
の
丁
数
は
逆
に
誤
刻
さ
れ
て
い
た
が
、
後
印
本
に
至
っ
て
正
し
く
改
刻
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と

が
知
ら
れ
る

(�)

。

東
大
本
の
最
後
に
は
墨
印
の
奥
付
が
あ
り
、
前
半
葉
は
縦
に
二
分
し
て
右
か
ら
次
の
よ
う
に
刻
す
。
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表
面
匡
郭
縦

表
面
匡
郭
横

表
面
匡
郭
縦

裏
面
匡
郭
横

東
大
本

前
半
葉
右
十
五
・
二

後
半
葉
左
十
五
・
一
五

前
半
葉
上
九
・
一

後
半
葉
上
九
・
〇
五

前
半
葉
右
十
四
・
九

後
半
葉
左
十
四
・
八

前
半
葉
上
八
・
八

後
半
葉
上
八
・
七

三
号
版
木

左
半
葉
左
十
五
・
二

右
半
葉
右
十
五
・
一

左
半
葉
上
九
・
二

右
半
葉
上
九
・
二

左
半
葉
左
十
四
・
九

右
半
葉
右
十
四
・
八

左
半
葉
上
九

右
半
葉
上
八
・
九
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明
治
十
二
年
四
月
三
十
日
板
權
免
許

同
年
十
二
月
出
版

編
輯
人

大
阪
府
士
族
／
田
結
庄
斎
治
／
大
阪
府
下
東
成
郡
二
番
天
王
寺
村
／
福
井
辰
方
同
居

出
版
人

滋
賀
県
平
民
／
佐
佐
木
慶
助
／
越
前
国
敦
賀
郡
敦
賀
港
旭
町
／
二
番
地

後
半
葉
は
、
上
半
分
の
中
央
に
大
字
で

｢

発
売
所｣

と
あ
り
、
下
半
分
に
は
右
か
ら
次
の
よ
う
に
刻
す
。

西
京
／
佐
佐
木
慶
助
支
店
／
富
小
路
通
三
条
上
ル
町

仝
／
藤
井
孫
兵
衛
／
御
幸
町
通
御
池
下
ル
町

ま
た
、
こ
の
奥
付
の
後
半
葉
の
枠
外
左
下
部
に
は
耳
格
に
似
た
縦
長
の
枠
が
あ
り
、
中
に｢

同
／
三
西
／
版
木
師
藤
本
清
治
郎｣

と
題
す
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
稿
者
が
京
都
で
購
入
し
た

『
芥
舟
学
画
編』

の
版
木
は
、
明
治
十
二
年
敦
賀
佐
々
木
慶
助
九
如
堂
刊
・

朱
墨
套
印
本
の
版
木
に

(�)
、
後
か
ら
部
分
的�
改
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
刻
工
は
、
当
時
京
都
在
住
の
藤

本
清
治
郎
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た

(�)
。
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第
四
節

『

芥
舟
学
画
編』

版
木
の
意
義

以
上
、
明
治
十
二
年
刊
・
朱
墨
套
印
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
版
本
と
そ
の
三
枚
の
現
存
す
る
版
木
の
相
関
か
ら
う
か
が
え
る
最
大
の
意

義
は
、
こ
れ
ら
に
朱
墨
套
印
法
の
実
態
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
三
号
版
木
の
裏
面
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
版
木
の
中
央
下
部
は
空
白
部
分
で
、
そ
こ
に
は
版

下
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る

(

図
版
九)
。
浮
世
絵
の
製
作
法
を
も
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
は
同
一
葉
の
版
下
を
複
製
し
て
裏
面
に
も
貼
り
附

け
た
為
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
一
号
版
木
で
は
、
表
裏
に
連
続
す
る
二
張
の
序
文
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
両
面
の
文
字
の
向
き
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。
こ
れ
は
印
刷
工
が
一
葉
を
刷
り
終
え
て
次
の
一
葉
を
刷
る
時
、
版
木
を
左
右
い
ず
れ
か
の
方
向
か
ら
持
ち
上
げ
て
、
上
下
の
向
き

を
変
え
ず
に
裏
返
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
序
文
は
文
字
が
墨
、
匡
郭
と
界
線
が
朱
と
い
う
朱
墨
套
印
だ
が
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、

朱
印
の
匡
郭
及
び
界
線
の
寸
法
と
欠
損
の
切
れ
が
、
全
葉
に
於
い
て
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る

(�)

。
こ
れ
に
よ
り
明
治
刊
本

『

芥
舟
学
画
編』

第
一
篇
序
の
朱
墨
套
印
は
、
先
に
匡
郭
と
界
線
を
印
刷
し
、
次
に
文
字
を
印
刷
す
る
方
法
、
つ
ま
り
清
乾
隆
年
間

『

武

英
殿
聚
珍
版
書』

と
類
似
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

(�)
。
序
文
を
印
刷
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
続
く
本
文
と
混
同
し
な
い

よ
う
、
敢
え
て
版
木
上
の
文
字
を
全
て
同
方
向
に
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
二
号
・
三
号
版
木
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
で
は
表
裏
の
文
字
は
逆
向
き
に
刻
さ
れ
て
お
り
、
両
面
を
印
刷
す
る
こ
と
で
一
葉

― 13 ―
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が
完
成
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
印
刷
工
が
片
面
を
墨
で
印
刷
し
た
後
、
も
う
片
面
を
朱
で
印
刷
す
る
際
、
版

木
を
上
下
い
ず
れ
か
の
方
向
か
ら
持
ち
上
げ
て
、
上
下
の
向
き
が
逆
に
な
る
よ
う
に
裏
返
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
に
基
づ
い
て
、
明
治
時
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
套
版
印
刷
法

(

文
字
文
献)

は
、
凡
そ
下
記
の
如

く
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

１.

文
字
が
墨
、
匡
郭
と
界
線
が
朱
の
場
合
は
、
基
本
的
に
、
匡
郭
と
界
線
の
部
分
は
ま
と
め
て
印
刷
す
る
。
と
す
れ
ば
朱
で
刷
る
版

木
は
一
枚
で
済
む
。

２.

上
下
両
層
或
い
は
更
に
複
雑
な
版
式
の
場
合
、
墨
印
部
分
と
朱
印
部
分
は
別
々
の
版
木
に
刻
す
。
こ
の
時
同
一
葉
な
ら
ば
同
一
版

木
の
表
裏
に
、
両
面
の
文
字
の
向
き
を
逆
に
し
て
刻
す
の
が
望
ま
し
い
。

３.

同
色
で
同
書
中
の
別
の
葉
を
印
刷
す
る
時
は
、
原
則
、
同
一
版
木
を
上
下
の
向
き
を
変
え
ず
に
裏
返
す
か
、
別
の
版
木
と
平
行
に

入
れ
替
え
る

(�)
。

４.

同
一
葉
に
二
色
目
を
重
ね
て
印
刷
す
る
時
、
原
則
と
し
て
二
色
目
の
版
木
は
一
色
目
の
版
木
の
裏
に
刻
し
て
お
き
、
印
刷
工
は
そ

の
版
木
を
上
下
の
向
き
が
逆
に
な
る
よ
う
に
裏
返
し
て
刷
る
。
ま
た
明
治
刊
套
印
本

『

芥
舟
学
画
編』

で
は
、
朱
と
墨
が
重
な
り
滲

ん
で
い
る
現
象
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
套
印
の
際
は
墨
印
面
を
一
枚
刷
り
終
え
る
度
毎
に
版
木
を
裏
返
し
て
朱
印
面
を
刷
っ
た

の
で
は
な
く
、
墨
印
面
だ
け
を
続
け
て
印
刷
し
た
後
、
版
木
を
上
下
逆
に
な
る
よ
う
に
裏
返
し
て
朱
印
面
を
印
刷
し
た
の
だ
と
推
測

で
き
る
。
効
率
面
を
考
慮
す
れ
ば
、
朱
墨
は
相
向
き
合
う
二
人
の
印
刷
工
に
よ
っ
て
分
業
制
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
迅
速
で
且
つ
間
違
い
の
起
こ
り
に
く
い
最
善
の
套
印
法
で
あ
る
。
従
っ
て
理
論
的
に
も
上
記
の
推
測
は
成
り
立
つ
と
言
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え
よ
う
。

日
中
両
国

(

特
に
中
国)

に
於
い
て
現
存
す
る
十
九
世
紀
或
い
は
そ
れ
以
前
の
套
印
本
は
け
し
て
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で

文
字
の
み
の
套
印
本
の
版
木
に
関
す
る
学
術
的
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
、
稿
者
は
京
都
で

入
手
し
た
套
印
本

『
芥
舟
学
画
編』

の
版
木
を
研
究
材
料
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
清
・
乾
隆
時
代
の
原
版
か
ら
日
本
・
江
戸
時
代
・
明
治

時
代
の
諸
伝
本
に
至
る
ま
で
の
道
筋
を
辿
っ
た
が
、
こ
う
し
た
研
究
法
は
、
十
九
世
紀
後
期
、
中
国
の
漢
籍
が
日
本
に
伝
播
し
て
い
く
過

程
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
ま
た
今
回
の
よ
う
に
極
め
て
特
殊
な
文
物
を
用
い
て
、
伝
統
的
套
印

法
を
細
部
に
至
る
ま
で
検
討
す
る
こ
と
は
、
書
物
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
う
え
で
、
大
変
有
意
義
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
東
ア

ジ
ア
書
誌
学
や
美
術
史
、
印
刷
史
等
、
他
の
多
方
面
の
学
術
研
究
に
と
っ
て
も
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

附

記

本
稿
の
起
稿
及
び
修
正
に
際
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
の
大
沼
晴
暉
教
授
・
高
橋
智
准
教
授
、
並
び
に
中
国
広

州
美
術
学
院
の
邵
宏
教
授
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
の
金
文
京
教
授
の
御
好
意
に
よ

り
、｢

套
印
の
意
義
再
考
―
二
色
刷

『

芥
舟
学
画
編』

の
版
木
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
、
二
〇
〇
八
年
十
月
六
日
、
京
都
大
学
人
文
科
学
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研
究
所
で
発
表
し
た
。
ま
た
最
後
に
、
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
鳥
海
奈
都
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
諸
先
生
方
に
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

[

注]

(

１)

弘
化
刊
初
印
本『

芥
舟
学
画
編』

の
封
面
左
枠
上
方
に
は｢

日
本
弘
化
甲
辰
翻
刻
／
九
方
先
生
標
書
校
正｣

朱
長
方
印
影
が
あ
り
、

末
巻
に
は

｢

弘
化
乙
巳
秋
九
月
書
于
浪
華
宿
居｣

の
跋
、
落
款
に
は

｢

九
方
山
人
平
肇｣

の
署
名
あ
り
。
市
古
貞
次
等
編

『

国
書
人

名
辞
典』

第
三
巻

(

岩
波
書
店
、
一
九
九
六)

に
よ
れ
ば
、
江
戸
後
期
の
漢
学
者
相
馬
肇
、
字
元
基
、
号
九
方
、
享
和
元
年

(

一
八

〇
一)

生
、
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九)

三
月
二
十
八
日
没
、
讃
岐
人
、
岸
和
田
藩
校
教
授
、
編
著
に

『

清
書
画
名
人
小
伝』

が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
弘
化
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
注
釈
者
は
江
戸
時
代
の
儒
者
・
相
馬
肇
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
平
肇
と
は
、

｢

平
氏｣

を
称
し
た
こ
と
に
よ
る
。

(

２)

長
澤
規
矩
也

『

和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録』

(
増
補
補
正
版
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年)

子
部
芸
術
類
に
は
、『

芥
舟
学
画
編』

弘

化
刊
本
の
後
印
本
四
種
を
著
録
す
る
。
う
ち
二
種
は
明
治
よ
り
前
の
印
本
で
、
あ
と
の
二
種
は
明
治
期
の
印
本
で
あ
る
。(

一
二
二

〜
一
二
三
頁)

(

３)

大
庭
脩

『

江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究』

(
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年)

の

｢

資
料
編｣

に
は
、

本
文
中
に
引
用
し
た

『

落
札
帳』

と

『

弘
化
二
歳
巳
五
月
／
辰
四
番
五
番
六
番
七
番
船�
辰�
新
渡

(

朱)

／
書
籍
元
帳』

以
外
の

資
料
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、『

弘
化
四
歳
未
八
月
／
午
四
番
船
／
同
五
番
船
／
同
六
番
船
／
同
七
番
船
／
未
一
番
船
／
書
籍
元
帳』

｢

午
六
番
船｣

に
は

｢

沈
芥
舟
学
画
編
一
部
一
包
／
拾
匁
写
本｣

(

五
一
四
頁)
、『

嘉
永
二
年
酉
歳
十
月
／
酉
二
番
船
／
同
三
番
船
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／
同
四
番
船
／
書
籍
元
帳』

｢

酉
四
番
船｣

に
は

｢

学
画
編
二
部
各
一
包｣
｢

弐
拾
目
／
拾
匁｣

(

五
四
一
頁)

、『

嘉
永
三
年
戌
五
月

／
酉
五
番
船
／
同
六
番
船
／
同
七
番
船
／
天
草
難
船
／
書
籍
元
帳』

に
は

｢

芥
舟
学
画
編
一
部
一
包
／
六
匁
弐
分｣

(

五
四
九
頁)

と
の
記
載
が
あ
る
。
以
上
三
種
の
原
本
は
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
所
蔵
あ
り
。

(

４)

大
庭
脩

『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究』

六
二
四
頁
。

(

５)

大
庭
脩

『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究』

四
七
五
頁
。

(

６)

田
結
庄
の
経
歴
は
、
天
坊
幸
彦
氏

｢

田
結
庄
千
里
翁
伝｣

(｢

ヒ
ス
ト
リ
ア｣

第
十
四
号
、
一
九
五
六
年
、
六
〇
〜
七
六
頁)

の
第

一
章
に
引
く
田
結
庄
邦
光
自
撰

『

履
歴
書』

及
び
他
章
関
連
箇
所
に
拠
る
。
ま
た
田
結
庄
の
稿
本

『

芥
舟
学
画
編』

も
参
照
し
た
。

(

７)

第
三
節
に
引
用
し
た
東
大
本

『
芥
舟
学
画
編』

の
刊
記
参
照
。
ま
た
井
上
隆
明
氏

『

改
訂
増
補
近
世
書
林
版
元
総
覧』

(

青
裳
堂

書
店
、
一
九
九
八
年)

に
は
佐
々
木
九
如
堂
に
つ
い
て

｢

明
治
十
一
年
頃
上
京｣

と
の
記
載
あ
り
。(

三
三
六
〜
三
三
七
頁)

(

８)

相
馬
肇
の
弘
化
本
に
載
せ
る
注
釈
を
明
治
刊
本
に
も
刻
入
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
佐
々
木
慶
助
が
何
も
説
明
し
て
い
な
い
の
は
、

佐
々
木
本
が
出
版
さ
れ
た
同
年
の
明
治
十
二
年
三
月
に
相
馬
肇
が
逝
去
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

(

９)

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

｢

玄
武
洞
文
庫｣

所
蔵
の
田
結
庄
邦
光
の
手
稿
で
は
、
署
名
は
全
て

｢

斉
治｣

と
な
っ
て
お
り
、｢

斎

治｣

と
す
る
も
の
は
一
点
も
な
い
。(『

大
阪
府
立
図
書
館
特
別
集
書
目
録

玄
武
洞
文
庫
解
題
目
録』

、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三

年
、
三
七
〜
四
一
頁
参
照)

。
ま
た
名
と
字
の
組
合
せ
を
考
え
て
も
、｢

斉
治｣

は

｢

休
斉
治
平｣

と
い
う
古
訓
に
由
来
し
、｢

邦
光｣

と
も
通
じ
る
。
一
方

｢

斎
治｣

で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

(

10)
『

和
刻
本
書
画
集
成』

(

西
川
寧
・
長
澤
規
矩
也
共
編
、
第
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年)

所
載
の
明
治
刊
後
印
本

『

芥
舟
学

画
編』

の
影
印
本
を
見
る
と
、
封
面
と
奥
付
で
元
々
誤
刻
さ
れ
て
い
た

｢

斎｣
の
字
は
全
て

｢

斉｣

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
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印
本
の
匡
郭
等
の
切
れ
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
初
印
か
ら
あ
る
程
度
年
月
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。

(
11)
鼇
頭
本
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
高
山
節
也
氏

｢

和
刻
本
漢
籍
鼇
頭
本
に
つ
い
て｣

(｢

日
本
漢
文
学
研
究｣

第
三
号
、
二
松
学
舎
大

学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

12)

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
に
も
東
大
本
と
同
様
の
誤
り
が
あ
る
。

(

13)
『

改
訂
版
京
都
古
書
店
巡
り』

(

京
都
府
古
書
籍
商
業
協
同
組
合
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
七
頁)

に
拠
る
と
、
佐
々
木
九
如
堂
は
そ
の

当
時
は
ま
だ
現
在
の
京
都
丸
太
町
通
寺
町
付
近
で
営
業
し
て
い
た
よ
う
だ
。
二
〇
〇
八
年
十
月
、
稿
者
が
そ
の
付
近
の
古
書
店
で
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
佐
々
木
九
如
堂
は
数
年
前
に
閉
店
し
た
と
告
げ
ら
れ
た
。

(

14)

藤
本
清
治
郎
の
詳
し
い
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
目
下
知
る
術
が
無
い
。
丸
山
季
夫

『

国
学
者
雑
考』

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二

年)

所
載

『

刻
師
名
寄』

に
藤
本
氏
の
名
は
見
え
る
が
、
典
拠
は
明
治
十
二
年
刻

『

芥
舟
学
画
編』

を
記
す
に
留
ま
る
。(

一
四
〇

頁)

(

15)
『

和
刻
本
書
画
集
成』

第
五
輯
に
影
印
さ
れ
て
い
る
後
印
本
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
特
に
、
序
文
部
分
の
匡
郭

は
後
印
本
で
は
四
周
単
辺
で
あ
る
の
に
対
し
、
初
印
本
で
は
四
周
双
辺
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
両
者
の
違
い
は
、
後

印
時
版
木
が
既
に
磨
損
し
て
い
た
或
い
は
失
わ
れ
て
い
た
等
の
理
由
で
、
版
木
を
新
た
に
刻
し
た
為
に
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(

16)

当
然
な
が
ら
明
治
刊
本

『

芥
舟
学
画
編』

の
朱
印
の
界
線
と
墨
印
の
文
字
と
の
間
の
空
間
は
広
め
に
と
ら
れ
て
い
る
。
朱
墨
ど
ち

ら
が
先
に
刷
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
成
果
を
俟
ち
た
い
。

(

17)

本
文
の
墨
印
部
分
も
ま
た
、
こ
の
方
法
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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図版五
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